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人間の空間 
―能動と受動の最小空間― 
 
THE SPACE WHERE HUMAN CAN LIVE 
―THE SMALLEST SPACE WHERE PEOPLE WERE FORCED TO LIVE AND PEOPLE NEEDED TO LIVE― 
 
山崎 夏美 
Natsumi Yamazaki  
主査 高村雅彦   副査 陣内秀信・永瀬克己  
 
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程 
 
Looking at things people do at home carefully, it is obvious that almost everything people do 
requires just small space like a mountain hut has. The minimum action people do at home is sleeping, 
therefore, by looking at the space where people can barely sleep, the smallest space where humans can 
live can be inferred. By comparing camps where people were forced to live such as 
Kodenmachourouyashiki, Nishinbannya, prisons and Auschwitz camp and the places which had 
extremely small living space but people needed to live in such as sleeping cars, mountain hats, Doya, 
boarding houses and tube hotels and by comparing among these camps and among these small places. 
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１． はじめに
（１）研究目的・方法 
住居生活を集約すれば、睡眠空間さえあれば、生きて
いくための最低限の生活行為はすべて、その空間の中で
行うことが出来る。つまり、人間の最低限の生活行為で
ある睡眠空間は、人間が生きるための最小空間を知るた
めの手がかりとなる。 
わたしたちはものづくりに自分の身体を用いてきた。
建築をはじめ、ものの寸法は、人体寸法に即し、長さの
尺度が全て人間の四肢を基準に決められていたため、ウ
ィトルウィウスがいう、美しい比例で建築がつくられた。 
ところが、メートル法があらゆるものの尺度として駆
逐してしまった現在では、建物の写真だけを見てその大
きさのイメージをすることが難しい。 
このような状況に対して、そして時代や民族・習慣が
異なっていても変化することのない、人間の最小限の生
活様式である睡眠という行為を通して、人間の生きるた
めの最小空間も変化していくのかを明らかにすることで、
建築を考えることから始まったものでも、人間を収容す
ることから始まったものでも、最小空間は同等のものと
なるのだろうかを読み解き、人間と建築の結びつき、人
間と空間と建築の間には相互関係が存在することを示す
ことを目的とする。 
受動的施設である６施設（小伝馬町牢屋敷・奴隷船・
鰊番屋・監獄・アウシュヴィッツ強制収容所・日輪兵舎）
と、能動的施設である５施設（寝台列車・山小屋・ドヤ・
寄宿舎・カプセルホテル）の事例から人間の最小スケー
ルを見出し、人間の最小空間を考えていく。 
 
２． スケールの考え方 
（１）人間のスケール 
現在、尺度をいわゆる計測の道具として用いている。
この道具によって、建築物のあらゆる部分を互いに一致
させることができ、建築物を完成に導く。その中で、尺
度を変化させるのではなく、計測していて限度を超えて
はじめてその計測の空間を考えなおすのが一般的である。 
このように、建物の寸法の増大がこれまでの体系付け
られてきた絶対的なものではなくなり、切断されてしま
ったことになる。しかし、建築を歴史的に見てみると、
建築の形態が常に変化せず固定した体系であり続けた一
方で、建築物の寸法は変化させられてきたことになる。 
a）人体に基づいた尺度 
現在、一般的に用いられている尺度の単位はメートル
であるが、かつて日本においては、尺を単位にした寸法
が用いられていた。その尺貫法は、メートル法の確立に
より、衰退してしまったように思われてしまうかもしれ
ないが、建設の現場では現在でも日常的に使用されてい
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る。このことは、尺という単位がいかに日本人にとって
重要な単位であったことを示し、特に建築にとっては密
接で、使いやすいものであったことがわかる。 
同時に、日本建築において重要な役割を担っていると
考えられる畳は、「起きて半畳寝て一畳」という言葉か
らもわかるように、畳はその空間をかたちづくるための
モデュールとなり、人間と建築を結びつける重要なモノ
であり、尺度であるといえるのではないのだろうか。 
図 1 に示すように親指と人差し指を伸ばすアタ、物を
掴んだ時の四指のツカ、両手を水平に広げたヒロ、自分
自身の体を使いながら空間を測っていた。古代の人々は
意識していなかっただろうけれども、この人体を用いて
建築することは、建築に美しさをもたらした。そして必
然的に人間、自分たちの使いやすいものになったのであ
る。 
図１ 人体に基づいた尺度 
 
さらにバリでも、住宅の規模・配置・部材の規格すべ
てのものが、身体寸法によって決定している。図２のよ
うに主なものに、両手を広げた長さをデパ(Depa)、肘か
ら指先までの長さをアスタ(Asta)、握り拳の長さをムステ
ィ(Musti)などがある。これらの単位は、すべて大工もし
くは施主（男の世帯主）の身体によって決定するため、
建物、場所によってさまざまである（法政大学大学院 エ
コ地域デザイン研究所 アジアまち居住研究会『バリ 
王都の空間構造と楽園の形成過程 クルンクンのフィー
ルド調査 1999-2002』より)。 
 
図２ バリの建築書に書かれた身体寸法 
 
このように、エジプト、バリ、ギリシア、ローマなど
国や民族、人種が異なる人々であるにも関わらず、人体
寸法を用いたことで建築に秩序と統一性をもたらすこと
とができたのである。 
現在までめまぐるしく変化し進化してきた技術とは異
なり、人体寸法はほぼ変化すること無く現代まで継承さ
れ続けた。 
このように、人間がいかに建築と密接なものであるか、
人体寸法がそのまま空間や建築をつくり出すこと、ある
いはモデュールやモデュロールなどすでに定められてい
る基準から空間や建築がつくりだされることもある。 
一方で、先に空間やモノが定められている場合でもあ
るモデュールやスケールを用いることで人間の空間を生
み出すことも出来ると考えていいだろう。 
 
３． 最小空間事例 
（１）受動的施設 
受動的施設においては、奴隷船、アウシュヴィッツの
ように、決められたある空間に人間を収容するために、
人体寸法をモデュールとして、最小空間を決定したもの
と、日輪兵舎のように、人間的スケールに則って、最小
空間がつくられたものと、鰊番屋や監獄のように、一人
当たり畳一畳として、ある空間を畳という人間のスケー
ルに即したモデュールで、仕切って最小空間をつくるも
のとに分けることが出来るだろう。 
また小伝馬町牢屋敷は、すでに人間スケールに即した
畳というモデュールの中に、一般的な畳の使い方と違う
立膝で、人体寸法に則って収容するという例外的なもの
であったことが読み取れた。 
どの受動的施設にも言えることは、監獄の独居房を除
いて、集団で空間を占有するために、ひとりの睡眠空間
が曖昧となり、曖昧にすることで収容人数を増やすとい
う受動的施設特有の性質を汲んでいるということである。 
（２）能動的施設 
能動的施設は、最小空間は人間のスケールに即したモ
デュールである畳あるいは、布団のスケールに遵守され
ているものが、多く見られた。 
この最小空間をつくるための考え方は、受動的施設と
異なり、一人当たり畳一帖が基本となり、どれもその最
小空間の中で生活するということに焦点が当てられ、動
作空間も最小空間の中に組み込まれていることが予想で
きる。また、空間に対する考え方が個やプライバシー性
を求めたものが多いように思われた。 
 
４． 人間と建築 
（１）受動と能動 
前章で事例を挙げた受動的施設と能動的施設をまとめ
ると、図３のようになり、その中で等しい寝台寸法を持
つものは、奴隷船と寝台列車、鰊番屋と近代の山小屋と
ドヤである。 
前者は 6 フィート(1828.8mm)の寝台寸法であり、後者
は 1 間(1818mm)の長さを有する。この寸法は、人体に即
したスケールである。長さ方向は、欧米のものは欧米の、
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日本のものは日本の人体寸法に則ったスケールが最小空
間を決定するためのモデュールとして用いられていた事
がわかり、受動と能動に関わらず、1 間と 6 フィートが長
さ方向の最小スケールのモデュールとして定義付けられ
ているといえる。モデュール＝人間的スケールとなり、
それが最小空間の最小単位となるので、それが空間と人
間とを結び付けていることを意味するだろう。そして、
そのモデュールの使われ方は、受動的施設においては、
ある決められた空間に 1 間あるいは 6 フィートを充てて、
人間の最小空間を決定し、能動的施設では、そのモデュ
ールを用いて空間をつくりだしていると考えられる。 
さらに図３や各施設の実態から見ると、鰊番屋、監獄、
寝台列車（1938 年）、ドヤ（大部屋）、ドヤ（カイコ棚）、
寄宿舎は、一人当たり畳一帖を与えられていたことが読
み取れる。このことは、畳がいかに人体寸法に基づいた
モデュールであるかを示し、最小空間をつくるための重
要なモデュールであることが言えるだろう。 
ところが、長さ方向で一致していた寸法が、幅方向で
見るとスケールに大きな差異が見えてくるのである。 
図４のような奴隷船は 16 インチ(406.4mm)であるのに
対し、図５の寝台列車は 19 インチ(482.6mm)の寝台幅を
備えている。一方の、鰊番屋は布団一枚の幅であるのに
対し、山小屋は 1 尺(303mm)しか無い。 
 
図４ 奴隷船平面図 
 
図５ 1838 年 Cumberland の寝台列車 
 
受動的施設は、奴隷船と寝台列車の長さ方向が同じで
ある例からみると、幅方向を最大限に小さくするための
人間の生きるために必要な空間は人間の身体の体積のこ
とであると考えられており、人体寸法そのものの人間の
空間があるだけであった。そこでは、人間を使って入れ
るだけいれ、人間として許容出来る寸法ではないものの、
1 尺あるいは 1 フィートなどの人体寸法に基づいたスケ
ールが使われている。 
つまり、幅方向について最小空間を考える上では、受
動的施設であろうと能動的施設であろうと長さ方向のよ
うな関係は断絶し、受動と能動の役割を果たすものであ
ったといえるだろう。 
そして、その最小空間のつくられかたは、受動的施設
であればすでにある空間を基準として、その空間に即し
て、スケール（1 間、6 フィートなど）をモデュールとし
て用い、一人当たりの空間を生み出していたと考えられ、
能動的施設であればモノ（例えば畳など）や、尺度の単
位（1 間 1 尺など）など人間スケールに即したモノをモデ
ュールとして空間がつくられ、その空間の中で空間を構
成するために用いた、人間スケールから生まれた畳とい
うモデュールを人間の最小空間として、人間を収容する
空間が生み出されたといえるのではないだろうか。 
 
（２）個と集団 
小伝馬町牢屋敷では、『徳川制度史料』と図６を参照
すればわかるように、囚人たちの中でヒエラルキーが生
まれ、階級や身分によって空間が異なり、身分が下であ
ればあるほど、囚人の空間は小さくなっていたことが 
 
図６ 身分による畳の取り合い 
 
読み取れる。また、空間が小さすぎるといってお金を持
つものは、「牢屋滿員ナリ、右三人ノ如キハ、其平素ノ
起居ニ比較シテ、殊ニ堪ヘ難キ苦シミナリ、是ニ於テ牢
屋ノ司官者ニ圖リ、各々金百两ヅツを出シ座席ヲ購フ、
廣サ各々三尺即チ疊半疊ヅツナリ」といい、畳を買って
まで自分の占有空間を広く保とうとしたのである。 
このように集団の中で自分の地位を確立させることで、
与えられた最小空間を拡大しようとしていたのである。 
また事例を挙げたものの中では、奴隷船・鰊番屋・ア
ウシュヴィッツ強制収容所・寝台列車・山小屋・ドヤ・
カプセルホテルでは、二段または三段のベッド式にして
最小空間を組み合わせて収容人数を増やしていた。 
特に図３の寝台列車（1938 年）とドヤ（カイコ棚）と
寄宿舎を比較すると、長さ幅共にほぼ同じ寸法であるが、
高さ方向を見れば、同じ空間に対して、寝台列車であれ
ば 3 つに空間を仕切っていることや、ドヤでは 2 つに空
間をわけて使っている。このように、同じ空間であって
も睡眠だけが行われるのか、その空間の中で他の行為が
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行われるのかということが、高さを見ることでわかる。 
一般的に個の空間は、プライバシー性を求めたもので
あるため、集団の空間よりも広くなると考えられる。当
然、仕切られた個の空間では、集団の空間と異なり、ひ
とりの空間が伸縮することは決してない。 
また、初期の日本の寝台列車の寝台の寸法を見てみる
と、長さ1900mm幅520mmになっていることがわかる。
1900mm の長さを採用した理由として考えられるのは、
一般的なベッド長さスケールが 1910mm であったことが
挙げられるだろう。幅方向の決定要因としては、人間の
立位時の状態の際に、幅 400mm 程度であるので充分であ
ると考えられたためであろう。 
ところが、実際には人間の状態によって人体寸法は変
化するので、400mm ではなく、寝姿勢の場合には 550mm
となるので、寝台列車の乗客は、「寝台で寝る時には片
方の手が落ちて仕方なかった」と言い、520mm では寝る
には不充分な大きさであったことがわかる。 
 このような個と集団の関係性は、日常空間におけるわ
たしたち個人の空間の拡大化の変化と同様のものである。
個の空間に対するモデュールは畳一帖であり、空間がつ
くられた時代が現在に近づくほど、大きくなるという傾
向にあり、集団で使う空間では長さ方向にだけ、空間が
拡大する傾向にあることがわかる。このように、空間に
対しての意識の変化を読み取る事ができる。 
 
（３）一時的と長期的 
時間と空間に相関性を見出すためにはわたしたち人間
の心理寸法が必要になる。 
私たちの身近なものである満員電車での混雑は一時的
ではあるものの、戸川喜久二氏の調査によると、15 秒間
に 1 ㎡あたり 9.3 人（一人あたり 0.10 ㎡）になるという。
一人当たりの平米数でみると、小伝馬町牢屋敷の一人当
たりの面積とほぼ同じ（小伝馬町では 0.09 ㎡）であり、
わたしたちは満員電車で小伝馬町牢屋敷内の状況を体験
しているのである。 
また、アウシュヴィッツ強制収容所に多く収容されて
いたユダヤ人・アラブ人は、エドワード・ホールの『か
くれた次元』によると自我を身体の殻の内側へ押し込む
ことによって、身体的プライバシーは存在せず、また住
宅も区切りがなく一人になるのは好まないという。 
また公共の場における侵入という概念が存在しないの
に加えて、嗅覚に境界が存在するため、息がかかるほど
の距離で互いに接触するのが一般的であるのだという。 
 このように、民族性による空間に対しての認識の違い
が最小空間を変化させることもあるのだ。 
 
（４）日常空間との相対化 
江戸時代に遡れば、自分の家の中には何も必要がなか
ったのである。家は眠るためだけに帰ってくる場所であ
り、わたしたちは畳敷きの部屋に家族が集まって雑魚寝
状態で寝ていていたはずである。 
日本において、住宅の欧米化や個人主義などの思想が
介入したのは、戦後のことである。それに伴い、寝食分
離や家族の生活に個の空間が与えられるようになった。 
山小屋とドヤの最小空間の形式と変化は類似している。
ドヤの形式は、1920 年代の山小屋と形式的には同じもの
である。山小屋とドヤの流れは、大部屋式から個室化す
る、個の空間を確立する典型的な日常空間との相対関係
が見られる。 
また、ドヤが山小屋と異なるのは、長さと幅方向を拡
大せずに、空間を上手く使っていることである。言い換
えれば、図７のようにドヤは人間スケールに即した畳一
帖というモデュールに基づいて最小空間を設定し、その
最小空間の高さ方向だけを変化させることで、時代の変
化に合わせて最小空間を変化させていた。 
 
図７ ドヤの変遷（大部屋式から個室化） 
 
最小空間は、1930 年以前につくられたものの長さ方向
のスケールは、日本なら日本の、海外なら海外の基準寸
法である 1 間や 6 フィートを用いられていることがわか
る。また、日本では、畳の長さ方向の寸法をモデュール
として、最小空間を構成するためのスケールとして用い
ていることがわかる。 
一方で、1930 年以降のものに関して見ていくと、長さ
方向は 2000mm 以上の長さが多いことが読み取れるので
ある。それまで人間をモデュールとして、あるいは人体
寸法にあったモデュール（畳など）に即した空間が構成
されていたのに対し、後者の最小空間の長さ方向の拡大
化は、人間の空間に対しての捉え方が変化したことを示
し、日本における日常空間に対する考え方、空間を拡大
することで快適性やメートル法の介入なども影響してく
るだろう。 
このように受動と能動関係なく、時代によって最小空
間が変化し、これは日常空間と同じような変遷を辿って
きているのだ。 
 
（５）最小空間 
これまで見てきた最小空間の事例は、人体寸法は変化
しないことに基づいて、さまざまな変化が起きても、そ
の空間に適した最小空間を定めているのがわかえい、特
に畳や布団、あるいは尺、間などの単位は、鰊番屋・監
獄・ドヤ・寄宿舎などさまざまな空間を決定するための
モデュールとして使われ、わたしたちの住宅だけではな
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く、今まで見てきた施設の重要なモデュールであること
がわかってきた。海外の事例では、6 フィートが如何に重
要なスケールであるかがわかるであろう。 
人間が生きることのできる最小空間の限界値は、長さ
方向 1700mm、幅方向 303mm となり、その最小空間は、
人がちょうど横向きに寝た時の寸法であることがわかっ
てきた。 
最小空間は、受動であろうと能動であろうと無関係に、
人間を核としてスケールを決定し、適合した空間が生み
出されていくのである。その空間を決定するために、ス
ケールやモデュールなどを用いているのである。 
つまり最小空間とは、人間を核として建物や空間のス
ケールが考えられていた古代の思想から変わらないとこ
ろからはじまり、現在では、メートルという曖昧な寸法
によって人間にとっての最小空間も曖昧にさせられては
いるものの、あるモデュールやあるスケールによって人
間スケールに基づいてつくられたモノによって、人間と
建築の結びつき、人間と空間と建築の間には相互関係が
存在することを示していると言えるのではないだろうか。 
 
５． 結論 
ウィトルウィウスの建築書からダヴィンチが人体図を
描いたことやコルビュジェがモデュロールを提唱したよ
うに、一見すると互いに大きく隔たったように見える空
間であったとしても、人間を核として考えられた空間は、
それぞれの建築を調和させ、統一してきた。 
ところが、メートルという曖昧な寸法によって、人間
にとっての最小空間も曖昧にさせられ、戦後の個人空間
への憧れ・美徳だとされた空間の拡大化は、人間が生き
るための最小空間を変化させてしまったのである。 
それでも人間を中心とした、モデュールやスケールや人
間スケールに基づいてつくられたモノによって考えられ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た空間は、人間の生きるために必要な最小空間を創り出
すことになるのである。そして、本質的にみれば人体寸
法は無意識に遵守され継承してきたのである。 
人体寸法が変化しないことに基づいて、受動的施設と
能動的施設に分けたものの、人間の生きるための最小空
間は、受動であろうと能動であろうと無関係に、人間中
心的に適合した空間が生み出されていくのである。 
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